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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

12/11監査があり、11/30事前監査がありますので、石切久様、出河攻様、榮田豊様、小笠

原禮子様、畑中成夫様、西川和恵様、古館正行様のカルテを提出する予定となる為、カル

テチェックをしっかり行っていきましょう。また、床屋もチェックする事となっています。

インフルエンザの予防注射を行っていない患者様が、数名居ます。(清水進様・大橋照子様・佐藤幸男様・松橋清子様・堀越由紀子様・山田隆雄様・蝦夷森重男様)再度声掛けし促して行きましょう。

＜患者様連絡事項＞

　佐々木　康子様　明日にでも北病棟へ移動と主治医から指示が出ています。家族連絡していますが、保護者（木村　久美様）不在の為四女（晴山　栄子様）

　　　　　　　　　へ電話し伝えています。木村様から折り返し電話が入り、移動の許可を貰っています。次回来院出来る日程を家族で話し合い、折り返し電話を掛ける事となっていますので、電話を受けた方は対応して下さい。

　中村　マス様　　本人が本を発注したいとの事で家族連絡行っていましたが、中道様より電話が来ており、お父様より本など、必要でない物は発注しないで欲しいと話が有った事話され本人へ説明しています。

　　　　　　　　　今後は妹様がお父様と一緒に暮らす事になり、連絡は妹様の携帯に電話しても良いか中道様が調整しているとの事。明日また連絡入れるとの事です。

＜週間連絡＞

　27(火）　皮膚科　＊外来でも診察あり、西病棟終了後２診へ先生を誘導お願いします。井畑　光湖様　初外来日　11：30～　忘れ物があるので返却して下さい。

　29(木)　　コップ漂白

　30(金)　　歯科

　　　　　　モップ交換

　　　　　　下村　英三郎様　アルコール依存症の家族勉強会が14時～あります。

　　　　　　大橋　照子様　　スタッフ付き添いで買い物のため外出9：30～11：30まで

　12/1(土)　下村　英三郎様　外泊訓練　14：00か15：00～12/2（日）10：00まで

＜作業報告＞

堀越　由紀子様　本日作業療法を再開する事伝え、本人泣き出しています。作業療法士

より、作業療法を拒否した際は、顔見せだけでもかまわないので来て

欲しいと話ありますので参加促していきましょう。

　中川原　義雄様　気分の高揚さ見られており、他患者様に対しての干渉あり、介入しています。作業スタッフ側では自己洞察を行なって頂けるような関わりをしていくとの事です。

　　　　　　　　　今後、本人の調子が良くなり落ち着きが出た時は、様子を見てＡグループからＢグループへの変更をしてはどうか？と話あっています。

　寺地　利代子様　先週末から本日にかけて落ち着いてきている様子あり、本日からはさみを使用しています。本人は「なんであんな事をしたんだろう」と以前はさみを振り回した事に対し振り返り出来ており評価しています。

　　　　　　　　　引き続き様子観察行っていきます。

　八森　正様　　　以前は計算ドリルを行っていましたが、時間内に何も出来ない事が多く、作業内容を文字写しへと変えています。作業内容変更後は以前に比べて、自分から取り組む事が出来る様になり、良くなっています。

＜田名部Ｄｒ診察状況＞

　若松　澄子様　　本人から主治医へ「煙草の本数を増やして下さい」と話し、1日5本へと変更になっています。火の後始末がまだ不安な為、スタッフ付き添いで行なう様にと話しあり、本人は渋々了解しています。

　　　　　　　　　今後は起床後・毎食後・就寝前に喫煙する事となります。

　豊川　明男様　　主治医診察にてネリプロクト軟膏10本処方となっています。

　堀越　由紀子様　主治医診察時、睡眠がとれない事や他患者様に対しての不安が有る事から
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寝る前に追加処方となっています。引き続き様子観察行っていきまし

ょう。今後のアルコールプログラムの予定としては第三期のプログラ

ムを行い内観は行わないと主治医より話しあります。

　神代　達也様　　退院については今年中を考えている事、今後のプログラムは外出中心

　　　　　　　　　で行いたい事自ら話し、主治医より了解されています。外出は週に2～3回(30分～1時間)を予定し行って行く事となります。

　　　　　　　　　主治医より、今後は外出をして様子を見ていくとの話しあります。

＜坂井彩乃様に対してのスタッフ対応検討＞

坂井彩乃様(18)　アルコール依存症　任意入院

入院期間07.10/20～11/23(33日間)

アルコールプログラムへの取り組み…拒否なく興味を持って質問する等意欲が見られた。また退院後の生活はイメージし明確に出ていた。

・単独外出の要求が通らない事からイライラが強くなる。(その日のプログラムのレポート

は提出せず)

・11/21　清水徹様が自室へ侵入する事あり。本人は「東に降ろして欲しい」と話す。また、他のＡユニットの患者様に「ボディガードよろしくね」等、事情を説明し話している。

　スタッフの対応→自分では東に降ろす事は出来ない為、日勤に申し送りし様子を見る事、本日は巡回を強化する事説明。

　本人は一時は納得しているが、神代様に「それでいいのか？明日しっかり今の気持ちを話すべきだ」と言われ、「そうだよね、彩は悪くないもんね」と神代様に感化されている様子。

後日の訴えとして

①男性患者様を東へ降ろして欲しい事

②病棟管理者が早朝に謝罪に来なかった事への不満を話す。退院要求あり、予定日より一週間早く退院となる。

反省と今後の対策

・退院に対する不安もあり、スタッフが側で話しを聞いても良かったのではないか？

・一時的にでも清水様を東に降ろしても良かったのではないか？

・本人は恐怖感を訴えたかったのではないか？

・神代様や堀越様が関与してしまい話しがこじれた事もある為、他の患者様を交えない様に本人とだけ話す機会を設ける事が必要だった。

スタッフの人数が少ない事から、再度カンファレンスを利用し検討していきます。

